
11人工血管･動脈直接穿刺へのボタンホール穿刺

上田透析クリニック深宮真　近藤富士美　山田和彦　他スタッフ一同

(はじめに)

ボタンホ-ソLQH)穿刺と払 血液鮒 こおけるアクセス

血管-の穿刺を毎回同-Jレートで行う方法のことである｡

最近､BH 穿刺に関する肋 王多く見られるようになっ

てきたが､人工血管脚 卜のBH穿刺につい

ては､当院､近称の報告以糾城 めて少ない状況である｡

そこで部司我々は 人工血管と脚 l例へのH 穿
刺について､当院での施政から検討したので報昏する｡な

お.当院では全例に執 てヽ､メディキット社鮎ペインレス

ニードルを使用してのBH穿刺を行っている｡

全対象

人工血管例.軌雌 締例 に､自家血管内シャント､

表在†は争脈､非シャント化静脈例を含め40例76ホー/t<.

期間

1カ月から16カ月｡平均6.4カ月｡

(人工血管)

対象14伊LE･PTFT:8ホール.ポリウレタン19ホ｢ル

の計27ホ-ソL,.期間は1カ月から15カ月で平均6.9カ月.

《人工血管》 対色:14例 ホ-ソレ放 :27ホール

ホール故 糊叫

Elm ストレッチグラフト 4 4カ月.13カ月

エイトリアム 2 15カ月

ペナフロー 2 6カ月

ポリウレタン ノラテック 19 1-}9カ月(平均6.9ケ月)

期間:1カ月～15カ月 (平均69ケ月)

･穿申状況

BHの穿刺に関しては､当院では2名のBH専任スタッフ

が中心になって行っている｡ます､BH専任スタッフがBH

穿刺を開始し､問題なく穿刺が行われると判断した後､
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他のスタッフが穿刺を行うようにしている｡また､他の

スタッフがうまく穿刺が行えないときや､初めてH 穿刺

を行う際には､BH判壬スタッフが同行し､｣勧こ穿刺を
行うようにしている｡なお､当院では13名のスタッフ 他

床工学技士2名､瑚 師11名)全即 ;H 穿刺を転験し

ている｡

穿醐蜘 こついては当院のスタッフ13名に対し､当院で

行っているBH穿刺についてアンケートを行った｡穿刺状

況をr容易Jrや職 ｣r楓 の3艮緒で評価を行った.

㈱ 全スタッフ

ボタンホール専任スタッフ
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内シャント ポリウレタン ÈIPTFE

人工血管のE-PTFEでは.全スタッフ､BH専任スタ

ッフともに､穿刺は100%容易と河谷している｡だが､

人工血管のポリウレタンでは､全スタッフが容易47%､

国史26,5%と回答しているのに対し､BH専任スタッ

フは容易74%､困難26%と回答しており､スタッフ問

で穿刺状況の大きな差があることがわかった｡特に 全ス



タッフの回答は､内シャント例と比較しても,容易が少な

く､砂 ;多いという結果である｡

スタッフ間に穿辞状況の差があることは､スタッフ間に

BH穿刺の技術･島牧の差があるためだと考えられる.全ス

タッフがBH穿刺の抜放を十分l瑚 み.穿帝状況の差を埋め

ていくことが､今後の淵 と考えている｡

人工血管の素材によって穿刺状況に善がでたことFも E-

pTFEがポリウレタンに比べ皮膚へ癒斉しやす1 とヽいう

ことや.ポリウレタン例では,手術後､通脚 Jをほとん

ど行うことなく､早期よりBH穿刺を開始している例が多い

ため､人工臓 ;動きやすく､BH穿刺が難しい例があった
ためと考えられる｡

人工血管に限らず､BH穿刺の容易例は.血管が皮膚と

癒着していて動きにくいということが､その条件の一つであ

るが､その点からみると､人工血管増給じてBH穿刺網刊ヽ
やれ､が､血管が軌きやれ'潮位にあったり､手術後.砿書

のしっかりしていない人工血管 (特にポリウレタン)では､

困難な妙合もある｡

･穿刺痛

BH穿刺の特徴として穿市場働 ;あげられる｡当院

では､通常針穿刺と比較し､BH穿中将の痛みについて点者

にアンケートをおこなった.
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内シャント ポリウレタン 亡-PTFE

人工血管.内シャント例ともに約80%以上の患者が､

穿帝肺が消失ないし軽液したと回答している｡しかし､人

工血管のポリウレタンでl淵 組物S16%あった｡こ帆

人工血管作成後､通常針での穿刺をほとんど紛 すること

なくBH穿刺を開始した患者の意見もはいっており､単

組こ通常針穿刺との比較では穿刺痛について評防しにくい

部分もあると思われる｡

また､人工血管例において､BH穿刺時に､通常針穿刺

時の皮膚を切る痛みとは異なった痛み.違和か!あるとの意

見が致伊仙 れた｡

BH穿刺時の穿神肺に関しては.通常針穿刺との比較の

みならず.BH穿刺特有の痛み･違和感､卵 1が容易か困難

机 など､様 な々方面からアプローチをしないと評折は柾し

いと思われる｡

また.穿刺痛の増強例に対し､BHの再作成を行ったと

ころ､穿刺痛が軽汝したという例もあり､

増強例に対して有効な対策だと考えられる｡
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･止脚

毎回.同一ルートからの穿刺を繰り返し行うBH穿料で

は､当初､止血時間が延長してしまうのではなし切､という

危快もあったが,実際には､ほぼすべて棚

の鰍 iみられている｡特に､人工血管のE-PTFEな

どの止雌 例では,通僻 悌琳持､25分かかっていた

止脚 !,7分になるなど､大幅な止血時間棚 ミみ

られた｡なお､全例において止血後の再出血はみられてい

なH.

《止血糊砂

人工血軌上血珊 例 扮)

逮常針 ボタンホ｢′レ

CBPITE 25 7

⑳三一Pm 20 5

･ホ-ソレ感熱

ホーJ欄 も 当院では人工血管で2例の感柳 tあ

る｡

1例日は､械綿 で.左月払血 管 (ポリウレタン)
のある患者で､2回の盛典がみられた 2回とも､ホ-ヅレ

t洲 着がみられるものの､そのほかの異常はホ-ヅl周

囲にみられなかったため､膿を拭き取り､消毒を行ったと

ころ､早期に拍癒した｡現由も 他の噺 こ再作成したホ

ールを旺用し､BH穿刺を行っているが間哩なく接遇して

いる｡

2例日は､右前腕に人工血管 (ポリウレタン)のある患

者で､BH穿刺を開始し3回日の穿刺徒感賢めミみられた｡

ホ-ヅ叫洲 みられ､加えてホ-ソレ周EElの発赤･概括･

痔有がみられた｡消苛と抗生剤の投与を行ったところ､2

週間ほどで拍威した.
BHからの感染については､現鵬 では症例汝も少なく､

期間も執 ＼ため結論は出せないと考えている｡今後､消毒

法を徹底し､ホールの観察を七桝こ行い､感熱を予防しな

がら経過をみて検討していく必要があると考えている.

･稔脈正の上昇

透析開始20分から30分後､静脈圧の上昇がみられる

ことがあった｡人工血管では14回に1回の封合でみられ

た｡

通常針とペインレスニードルで､穿刺直後の､PT･A

PTT･ACTを比較したが､有意差はみられなかった｡

当脚 も 脚 旗､回脚 に-′くリンをワン
ショットするといった対応をとったところ､静脈正の上昇

が大幅に減少した｡



･人工血管へのBH穿刺の利点

人工血管-のBH穿刺は､穿刺を｢点に限局しているこ

とや､ペインレスニーttJ鵬 ;細魚や人工血管を損傷

しにくい形状であることにより､人工血管の三耕ヒを予防し,

穿両部の狭窄も 血清嘘･癌の形成をきたさないことが期

待できる｡また､E-PTFEなどの止血困難例には極め

て有効である｡

く!放流胡真穿琳例>

対象3例3ホ-ソL,.期間は2カ月から9カ月で平均4.
7カ月.3例のうち2例は表在化した軌派であり､全列と

も2年から3年､通常針での穿刺を行っており､軽度の動

脈痛を形成している｡

価触 鞘覗 対象:3例 ホール放:3ホール

部 位 シャント歴 ボタンホ-ル歴

1 肘敢臓 t9 3年 9カ月

2 肘部細流 2年 3カ月

3 肘棚 (表在ーtD 4年 2カ月

期間:2カ月～9カ月 (平均4.7カ月)

止血(分)

井耕ま全例とも極めて容易である｡穿刺痛は全例､岐波･

消失している｡

止血時間は､全例で大幅な短掛 ミみられた｡しかし.1

例で､ホールが大きくなってしまい止血国光となったため､

ホーJhD再作戒を行った その後は再び止血時脚力元締し､

問啓なく経過している｡なお,金剛において止血後の再出

血はみられていなしヽ

･軌摘脚 脚トのBH穿刺の糾点

脚 掩行う上で､穿帝が極めて難しい･穿刺痛

が弘くある･止血時間が長い､という3切 大きな閑現点

がある｡しかし､軌脈直接穿刺においてBH穿刺を行った

敏合､穿刺困建･ミスをなくし.穿刺痛を軽減し.止血時

間を短絡することができ､その問題点轍 するためl鳩

めて有肋だと思われる｡

また､早期よりBH穿刺を行った鎗合には､軌派癌の形

成を予防し.閉塞をきたさないことが抑持できる｡

<結語>

人工血管･軌脈直抜穿刺例へのBH穿刺は､総じて容易

であり､各 の々間筏点に対しても有効であり､BH穿刺の

良い適応だと思われる｡
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